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イントとして， 0曲 d盟盟 (1964池見他訳 19型的は
Clが自身の体験をいかに扱い怒っているかとい
う体験過程の様式を指摘した。そして， CIの体















































































































































































項 日 I E 国 IV 
第I関手:f聞を取る (α=桝): 8項目
6 悩みがあっても，そこから距離を取ることができる .76 : 0ー8 -.12 -.02 
12 悩みがあるとき，それをじっくり考えることもそこから離れることもできる .74: -.05 09 吟1
4 悩んでいると，どんどん深みにはまってそこから抜け出せなくなる場 .70: -.14 -.03 -.11 
19 今すぐ解決できない悩みがあるとどうしても落ち着かない' .69: -.24 四 09 10 
10 辛い気持ちのときは楽なとき由ことなど想橡がで告ない* .60: -.07 07 -.20 
14 生活のなかで.friJか悩み事があるときには距離を讃いて見るようにしている .54: 24 -.04 四吟1
24 自分が持っている悩みと落ち着いた気持ちで向き合うことができる .54 : 21 07 06 
23 
悩み事が晶っても自分をギザギワまで追い詰めないで，余裕を残しておくこl
とができる .52 : ‘05 03 14 
第H因子:冷静に見る (α-.80): 4項目
17 そ由場で感じていることから離れて，客観的に自分を見ることができる -.02 : .891 16 -.16 
21 感情的になっているとき，そんな自分を一歩引いて見ることができる
一例0211 
.72 1 07 -.17 
目分自感情は緩いておいて，脇から冷静に自分を見ることができる .70 1 -.21 26 
8 自分を外から見ることで，状況をより明確に理解しようとしている -.14 : .61 1 -.12 23 
第 II関子感情を受け取る (a=.72) : 5項目
13 日分由話す言葉は，目分自気持ちとぴったちしている -.1田 .01 I .67 1 -.10 
9 目分自感じていることを，あり由まま受け取っている -.02 -.02 I .65 1 -.02 
15 私は自分の本当の気持ちにすぐ近づくことができる -.03 -.03 I .581 27 
22 そ由時々の自分自気持ちを大切にしている -.05 -.05 I .46 1 19 
16 受け入れがたい感情もg あり由まま認めることができる 18 ー18I .341 09 
第w因子:フ aルトセンスに触れる (a=.63) : 3項目
3 
自分が納得しているかどうか，言葉にならない部分自自分自気持ちに触れて
05 .05 -.021 .64 みることができる
1 気分が変わると自分でそれを敏感に感じ取るほうだ -.13 一.13 白151 .52 
2 
臼分が本当はどういう気持ちでいるのか理解したうえで盟何をしたいか考え
.10 .10 .10 .51 ょうとする
因子関相関 E E IV 
.43 ‘35 .09 





































































p<.01 ; 1冷静に見るJ: F""'" ~ 11.49， p<.OI 






~25 鰐I p<.Ol クラスターA-D: MSe ~25.弼，
p<.Ol)。また，クラスターBの平均がクラスター
C'Dの平均よりも高かった(クラスター





~9.16， p<.Ol ;クラスターB-C:MSe~9.16， p< 





































クラスター A B C D Fl置(N~ll) (N三15) (N~) (N=q) 多重比較 (Tulrey法〕
「間を取る」 M 41 33.76 25.29 21.91 31.454事事
SD 4.47 4.32 7.83 4‘81 A>B>CID 
l冷静に見る」 M 19.17 20.76 12.86 18.27 11.486串事
SD 3.41 2.28 4.3 2.69 B/AID>C 
「感情を受容する J M 22.42 24.82 16.14 22.45 8.258場申
SD 4.93 3.88 1.07 3.67 B/AID>C 
Iフιルトセンスに触れるj M 15.25 16.47 12.43 15.91 5.373場
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